
 

 

横浜市住宅政策審議会開催状況について 

１．審議の目的・背景 

本市の住宅政策においては、本格的な少子高齢社会の到来、地球環境問題の深刻化など多様

な課題への対応が求められています。一方、厳しい財政状況が続いており、「選択と集中」の

観点から必要な政策を見定める必要があります。こうしたことを踏まえ、市民の暮らしの充実

を図るための、長期的視野に立った住宅政策を検討します。 

また、審議の内容を踏まえ、本市の住宅施策を推進していくためのマスタープランとして、

住生活基本法に基づく「横浜市住生活基本計画」を策定します。 

２．諮問事項 

厳しい経済情勢を踏まえた本格的な少子高齢社会における今後の住宅政策のあり方 

３．基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建築・都市整備・道路委員会
平 成 2 2 年 7 月 2 6 日
建 築 局

選選  択択  安安全全・・安安心心  豊豊かかささ・・誇誇りり  

関連分野との連携 市場の活用 ストック重視 地域への着目 

基本的な目標

対応の視点 

第１回 住宅政策審議会 

（諮 問） 〔Ｈ22.7.16〕  

第２回 住宅政策審議会 

〔Ｈ22.12月〕 

第３回 住宅政策審議会 

（中間案） 〔Ｈ23.3月〕 

第５回 住宅政策審議会 

（答申）〔Ｈ23年秋頃〕 

第４回 住宅政策審議会 

（答申案） 〔Ｈ23.7月〕 

パブコメ 

◇専門部会 

（８回程度） 
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◇◇  テテーーママ１１    
社社会会情情勢勢をを踏踏ままええたた本本市市のの住住宅宅政政策策ののああ

りり方方  
・多様化する居住ニーズ 
・少子高齢、低炭素社会への対応 
・住宅セーフティネットの構築 
・厳しい財政状況における住宅政策 

◇◇  テテーーママ２２    
良良質質なな住住宅宅スストトッッククのの形形成成とと活活用用ののあありり方方  

・住宅ストックの質の向上と長期使用 
・住宅と世帯とのミスマッチ解消 
・住宅市場における「公」「民」の役割 
・公的住宅における新たな供給・改善手法

◇◇  テテーーママ３３    
多多様様なな主主体体ととのの連連携携ののあありり方方  

・福祉、まちづくり等の関連施策との連携 
・各地域の課題・ニーズに対応した施策 
・人口減少傾向にある郊外部の活性化 
・住みやすいまちに向けた市民力の発揮 

４．検討テーマ ５．スケジュール 

◇審議会：５回程度 

◇期 間：平成 22 年７月 16 日から１年半程度 
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